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第 1部　第 2章　場面の知能（その 1）（試訳）
亀　谷　和　史
日本福祉大学　教育・心理学部
Henri Wallon “De l’acte à la pensée: Essai de Psychologie comparée” （1942） 
Première Partie Les Souces de Comparaison
Chapitre II  La psychologie des situation
Kazufumi KAMETANI
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命を与えるのである．そしてこの表出は，状況にうまく
適応するが，このことは，条件反射の形成が必要とする
多様な遭遇の結果によるのではなく，個人間の関係
（rapports）の欲求に応じるためなのであって，表出は，
そのための直接の手段（organe）なのである。
　情動は，分化し体制化する年齢では，今度は条件反射
の動機となり得る．生後 7ヶ月になると，汚いからと
叱られるので，子どもは産衣を脱がせはじめるや否や泣
き出す．もっと後になると，父親がやって来ただけで涙
をみせるようになる．というものも，このとき父親が，
ばかげた話をするという良くない習慣が身についてし
まっていたからである．15ヶ月目になると，とても不
安な様子を示しながら，たえず右手を見つめている．と
いうのも，蠅が右手の上にとまっていたときに，彼の祖
父がいつも次のように言っていたからである．「気をつ
けな，蠅がおまえの右手を食べてしまうぞ．」その後，
黒パンの屑がについたままになっていると，子どもは不
安をかき立てる．それは，しばらくの間，子どもに手袋
をさせる必要があるほどである．最初の 2つの事例で
は，明らかに情動的な反応がそれとは直接関連のない状
況に転移している．あとの（15ヶ月目の方の）事例は，
脅かされた右手を見ることと不安とが，直接，結びつい
ていて，条件反射の生じる余地はないように見える．
（続く）
